
点検整備の注意点 点検整備の注意点

エンジンオイルの定期的なメンテナンスを！

●エンジンオイルの適切なメンテナンスを怠っていると、エンジンオイルの
劣化により、エンジンが破損し、最悪の場合、火災が発生することがあり
ます。

＜エンジンの破損状況＞ ＜発火の状況＞

●エンジンオイルの劣化は、自動車を長期間使用する場合だけでなく、短
期間でも繰り返し使用することによって発生するため、トラックやマイカ
ー等の様々なタイプの自動車について、注意が必要です。

１. 

２.

※エンジンオイルの劣化から潤滑不良に至り、コンロ
ッドが折れてエンジンブロックを貫通してできた穴
の様子

※エンジンブロックの穴から飛散し
たオイルが排気管にかかるなど
により発火に至るものと推定

●エンジンオイルは、一定の期間又は一定の走行距離ごとに交換が必要と
なりますので、メーカーが指定する交換時期をチェックし、必要に応じて
交換を実施しましょう。

自動車のエンジンオイルフィルタの
誤った取付けによる火災にご注意！

《正しく取付けられていない例》
カートリッジ型 エレメント交換型

古いフィルタのOリングが
残ったままの状態

Oリングの取付け位置が
正しくなく、はみ出した状態
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エンジンオイルフィルタ交換時の注意点

交換前のカートリッジのOリングが、エンジン側の座面に
残ってないかを確認しましょう。（二重パッキンの防止）
新しいカートリッジのOリングにオイルを塗布し、規定のト
ルクで締付けてください。

１. 

２.

新しいOリングにオイルを塗布し、Oリングを指定の位置に
装着してください。
新しいエレメントを取付け、キャップやドレンプラグを規定
のトルクで締付けてください。

カートリッジ型、エレメント交換型ともに、取付け後は、
エンジンオイル漏れがないことを確認しましょう。
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